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第第 11 節節  生生涯涯学学習習振振興興  

1 基本方針 
 

まちづくり生涯学習推進基本計画に基づき市民一人ひとりが、生涯を通して生きがいのある心
豊かな生活が送れるよう、学習環境を整備し、市民の多様なニーズに応じた生涯学習を支援する
とともに、社会教育関係団体の指導・育成に努め、世代を超えて学び合う生涯学習のまちづくり
を推進する。 

2 重点目標 
 

① 生涯学習推進体制の拡充と基盤整備 
 ② 生涯学習機会の拡充 
 ③ 社会教育関係団体の指導・育成 
 ④ 青少年健全育成活動の推進 
 ⑤ 家庭・地域の教育力の向上 
 ⑥ 地域学校協働活動推進事業の推進 
 ⑦ 放課後子ども教室推進事業の推進 

3 主要施策 

1. 生涯学習推進体制の拡充と基盤整備 

 生涯学習社会の実現をめざすため、生涯にわたる学習活動を推進し、生涯学習の視点に立って
学校教育、家庭教育、社会教育それぞれの教育機能を充実させると共に、市長部局との連携・協
力のもと、まちづくり生涯学習推進本部を中心に、全庁的な総合行政としての推進体制を確立し
市民の多様な学習活動のための施策が展開できるよう基盤整備を図る。 
 ① 生涯学習まちづくりの推進 

 ② 生涯学習施設の整備・充実 
 

2. 生涯学習機会の拡充 

 生涯学習は、各人が自発的意志に基づき、自主的に行なうことを基本とするものであり、必要
に応じ、自己に適した手段、方法を自ら選んで生涯にわたって行うものである。生涯学習情報の
発信等広報活動の充実と強化を図るとともに、生涯学習フェスティバルや各種学習活動を開催し、
「いつでも、どこでも、だれでも」学べる学習機会の拡充をはかり、市民一人ひとりが生きがい
のある豊かな人生を過ごすことができるよう、生涯学習の充実に努める。 
 ① 生涯学習フェスティバルの開催 
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3. 社会教育関係団体の指導・育成 

 社会教育は、国や地方公共団体によって奨励されなければならない教育事業であるが、行政が
行う教育活動には限界がある。その上、今日の機械文明の高度な発達の中で人間疎外の事象が増
え、さらに都市化現象に伴う地域連帯意識の欠如など、生涯学習時代に向けて、社会教育関係団
体の役割はますます重要になっており、社会教育の充実を図るためには、その指導・育成に努め
なければならない。 
 

4. 青少年健全育成活動の推進 

青少年は、自然とのふれあいや仲間との活動等生活体験をとおして主体的に考える能力や望ま
しい人間関係、困難にたち向かう意志等を身につけていくものである。社会の構成員としての規
範意識や社会性、命を大切にし、他人を思いやる豊かな人間性を育むためにも発達段階に応じた
活動の機会を充実させることが重要である。 

青少年育成市民会議、市青連、市Ｐ連、市子連などの青少年関係団体との連携、人材や各種施
設等地域資源の活用を図りつつ、青少年の奉仕活動、自主的な体験学習や社会参加活動等を促進
し健全育成に努める。 
 ① 青少年の奉仕活動・体験活動の推進 
 ② 放課後子ども教室実施の推進 
 ③ 子ども会ジュニア・シニアリーダーの育成 

 ④ 少年ふれあい事業の実施 

 ⑤ 各種機関・団体との連携強化 

 ⑥ その他青少年健全育成事業 

 

5. 家庭・地域の教育力の向上 

家庭は、基本的な生活習慣・生活能力、豊かな情操、他人に対する思いやり、善悪の判断など
の基本的倫理観、社会的なマナー、自制心や自立心など「生きる力」を育成するすべての教育の
出発点である。 

基本的な生活習慣や指導は、学校、家庭、地域社会がそれぞれの立場で徹底することはもちろ
んであるが、学校が道徳教育を一層充実するとともに、家庭や地域社会との連携を積極的に進め
てこそ、その効果が期待できるものである。 

心豊かな望ましい幼児・児童・生徒の基本的生活習慣を身につけさせ、その定着を図るととも
に家庭・地域の教育機能を高め、教育力の向上に努める。 

 ① けじめある生活の習慣化（早寝・早起き・朝ご飯） 
 ② 家庭教育の充実 
 ③ 沖縄県家～なれ～運動の周知 
 ④ 学力向上推進のための家庭・地域部会との連携 
 ⑤ 市青少年健全育成協議会との連携強化 
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6. 学校・家庭・地域の連携協力推進事業の推進 

① 地域学校協働活動推進事業 
未来を担う子ども達の成長を支えるため、地域と学校が連携・協働し、地域住民や企業・団体

等の参画により、地域を創世する活動を推進することが必要である。そのため地域学校協働活動
推進員（地域コーディネーター）を配置し、学校の求める支援を行いつつ、地域学校協働活動の
推進を目指し、地域住民等の参画による地域の実情に応じた様々な取り組みを行う。 

・地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）の配置 
・学校支援ボランティアの推進 

・学校と地域が協働した地域課題解決学習や、郷土学習、地域人材育成等の推進 

・地域人材を活用した活動の実施・運営 

・地域未来塾による無料塾の実施 

 
 
② 放課後子ども教室推進事業 

子ども達が地域社会の中で、心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進するため、放課後に 

おける子どもたちの安全・安心な活動拠点（居場所）づくりが求められている。 

国の「放課後子ども教室推進事業」創設に伴い、うるま市では各小中学校において「放課後  

子ども教室推進事業」の実施に際しては、放課後や週末等に小学校の余裕教室等を活用し、地域 

の方々の参画を得て、子どもたちと共に勉強やスポーツ・文化活動・地域住民との交流活動等の
取組を実施する。 

 ・放課後子ども教室の実施支援 

 ・放課後子ども教室コーディネーターの配置 

 ・教育活動推進員・教育活動サポーターの配置 

・地域人材を活用した活動の実施・運営 
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令和３年度 学校・家庭・地域の連携協力推進事業 実施状況 

 

 

学校名 
地域学校協働活動推進事業
（地域ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ配置状況） 地域未来塾 放課後子ども教室推進事業 

宮森小学校 2 名  三線教室 

城前小学校 1 名 学習、物づくり 

伊波小学校 1 名 学習、物づくり 

与那城小学校 1 名 未実施 

南原小学校 2 名 英語教室、物づくり、サッカー 

勝連小学校 2 名 未実施 

平敷屋小学校 1 名 学習、物づくり 

津堅小学校 
1 名 

※中学校と兼任 
バドミントン、三線、習字、囲碁 

川崎小学校 1 名 三線教室 

天願小学校 1 名 未実施 

あげな小学校 1 名 学習、物づくり 

田場小学校 1 名 学習 

具志川小学校 1 名 学習、剣道他 

兼原小学校 1 名 未実施 

高江洲小学校 2 名 学習、自由あそび 

中原小学校 1 名 未実施 

赤道小学校 1 名 物づくり、自由あそび 

彩橋小学校 
2 名 

※中学校と兼任 
学習、三線 

石川中学校 2 名 116 回 ダンス、陸上、三線 

伊波中学校 1 名 未実施 ダンス、グリーン教室 

津堅中学校 
1 名 

※小学校と兼任 
未実施 未実施 

与勝中学校 2 名 10 回 未実施 

与勝第二中学校 1 名 23 回 未実施 

あげな中学校 1 名 未実施 未実施 

具志川中学校 1 名 未実施 ダンス 

高江洲中学校 2 名 16 回 ダンス 

具志川東中学校 1 名 未実施 ダンス 

彩橋中学校 
1 名 

※小学校と兼任 
44 回 未実施 
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令和 3年度 地域学校協働活動推進事業 

事業趣旨 

子ども達の成長を支えるため、地域と学校の連携・協働を目指し、学校に地域コーディネータ
ーを配置し、学校の求める支援を行いつつ、地域住民等の参画による地域の実情に応じた様々な
取り組みを行う。 

実施校数 

小学校 18校、中学校 10 校にて実施。 
地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）39 名配置。 

ボランティア内容 

学習支援、部活動指導、環境整備、学校行事支援などを行う。 
これまでの延べボランティア回数は約 7,122 回、延べボランティア人数は 38,328 人。  

与勝中学校 高江洲小学校 

宮森小学校 赤道小学校 

令和３年度 学校・家庭・地域の連携協力推進事業 実施状況 

 

 

学校名 
地域学校協働活動推進事業
（地域ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ配置状況） 地域未来塾 放課後子ども教室推進事業 

宮森小学校 2 名  三線教室 

城前小学校 1 名 学習、物づくり 

伊波小学校 1 名 学習、物づくり 

与那城小学校 1 名 未実施 

南原小学校 2 名 英語教室、物づくり、サッカー 

勝連小学校 2 名 未実施 

平敷屋小学校 1 名 学習、物づくり 

津堅小学校 
1 名 

※中学校と兼任 
バドミントン、三線、習字、囲碁 

川崎小学校 1 名 三線教室 

天願小学校 1 名 未実施 

あげな小学校 1 名 学習、物づくり 

田場小学校 1 名 学習 

具志川小学校 1 名 学習、剣道他 

兼原小学校 1 名 未実施 

高江洲小学校 2 名 学習、自由あそび 

中原小学校 1 名 未実施 

赤道小学校 1 名 物づくり、自由あそび 

彩橋小学校 
2 名 

※中学校と兼任 
学習、三線 

石川中学校 2 名 116 回 ダンス、陸上、三線 

伊波中学校 1 名 未実施 ダンス、グリーン教室 

津堅中学校 
1 名 

※小学校と兼任 
未実施 未実施 

与勝中学校 2 名 10 回 未実施 

与勝第二中学校 1 名 23 回 未実施 

あげな中学校 1 名 未実施 未実施 

具志川中学校 1 名 未実施 ダンス 

高江洲中学校 2 名 16 回 ダンス 

具志川東中学校 1 名 未実施 ダンス 

彩橋中学校 
1 名 

※小学校と兼任 
44 回 未実施 
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令和 3年度 放課後子ども教室推進事業 

事業趣旨および実績 

小学校及び中学校において、放課後や週末等に子ども達が安全に安心して活動する拠点（居場
所）を設け、地域の参画を得て、勉強やスポーツ、文化、地域住民との交流活動等を実施するこ
とで、子ども達が心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進する。 
延べ実施回数 735 回（平均 40 回/年）、1回あたりの平均参加者数 15 人。 

実施校数 

小学校 13 校、中学校 5校にて実施。 

取組内容 

学習教室、三線教室、ダンス教室、剣道教室、スポーツ教室、昔遊び、物づくりなど。 

具志川小学校 平敷屋小学校 赤道小学校 

具志川東中学校 川崎小学校 宮森小学校 

南原小学校 津堅小学校 
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第第２２節節  生生涯涯学学習習文文化化振振興興セセンンタターー  

１１  生生涯涯学学習習・・文文化化振振興興セセンンタターー「「ゆゆららててくく」」  

 1．生涯学習・文化振興センター「ゆらてく」の目的 

  生涯学習・文化振興センター「ゆらてく」は、うるま市ならではの伝統芸能文化の振興と生涯学習
の推進を目的に設置された。各種サークルや生涯学習関係団体の活動の拠点となるほか伝統芸能や音
楽団体と市民との接点をつくり、新たな文化創造の場を醸成する。 

   

2．運営方針 

うるま市は戦後高等教育発祥の地であり、市内の捕虜収容所から戦後初の舞台芸能が演じられた、
学びと芸能の黎明を誇るまちである。うるま市には闘牛、エイサー、獅子舞など沖縄ならではの伝統
的な文化芸能が保護継承され、観光客にも人気のスポットとなっている。これらうるま市ならではの
文化資源を「ゆらてく」の事業展開のなかで守り育てることによって、魅力的なまちづくりの一翼を
担うものである。うるま市固有の文化を生かした多様な事業展開のなかで、常に開かれた学びの拠点
づくりをめざす。 
従来、生涯学習施設はサークルの活動拠点であり、講座の開催場所にもなるなど主に団体を対象と
しているが、生涯学習・文化振興センター「ゆらてく」は、サークルや講座以外の個人利用にも対応
の幅を広げる。コモンズや屋上庭園などはこういった個人利用者が長時間滞在するための格好のコン
テンツであり、知的創造活動の要ともなる大切な機能である。 
「ゆらてく」は、公民館と異なり、自由度の高い企画運営が可能となっている。フリーマーケット
やバザーなどの営利事業についても、門戸が開かれている。 
 

3．事業内容 

  ゆらてく講座（随時） 
   

4．施設案内 

生涯学習・文化振興センター「ゆらてく」は、市民芸術劇場に隣接している。生涯学習の拠点であ
り、同時に文化を育てる場として隣接する市民芸術劇場と連携して事業を進めていく。音楽室や創作
活動室などの新しい機能のほか、ひとりでも気軽に立ち寄れるよう、コモンズや屋上庭園などが整備
されている。 

 

5．利用の申し込み等 

  
 
 
 
 
 
 
 

施 設 の 予 約 
管理事務室へ問い合わせ後 → 使用申請書を提出 → 使用料を納付 

（利用目的によっては、お断りさせていただくこともあります。ご了承ください。） 

予約の変更・取消 
変更・取消等が生じた場合は、速やかに届け出を行ってください。 

（天災やご利用 10 日前までに取消の場合に限り施設使用料返還が可能） 

開 館 時 間 午前 9：00 ～ 午後 10：00 

休 館 日 
毎週月曜日と年末年始（12/29～1/3）、暴風警報が発令された時 

※その他、新型コロナウイルス等の影響により臨時休館している場合がございます。 
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施施設設案案内内  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生涯学習・文化振興センター「ゆらてく」 

〒904-2226 
沖縄県うるま市字仲嶺 187 番地 

TEL：098-988-5508 
FAX：098-988-5504 

館内見取り図 
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生生涯涯学学習習・・文文化化振振興興セセンンタターー「「ゆゆららててくく」」各各部部屋屋のの詳詳細細

フロア エリア 特　　徴
面積
（㎡)

収容
人数

主な備品

テーブル52台　イス310脚

演台、司会用演台、花台

舞台照明、音響　ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾋﾟｱﾉ

大型スクリーン・プロジェクター

楽屋１ 32.30 15 ﾃｰﾌﾞﾙ2台、イス12脚

楽屋２ 22.38 10 ﾃｰﾌﾞﾙ１台、イス8脚

テーブル　ソファー　パーティションスタンド

展示パネル、ワイヤーフック

授乳室 湯沸かし器、オムツ替え台が自由に使える。 5.38 - 幼児用イス　オムツ替え台

テーブル11台　イス60脚

譜面台31台　アップライトピアノ

音楽室２（小） ドラム練習可　　防音防振仕様 22.08 7 ドラムセット　イス7脚

音楽室３（小） 少人数・個人用　　防音防振仕様 22.08 7 イス７脚

テーブル18台　イス50脚

50インチ液晶テレビ

研修室2（中） 講義・会議、各種サークル活動の出来る部屋　Wi-fi環境 66.00 26 テーブル9台　イス26脚

研修室3（中） 講義・会議、各種サークル活動の出来る部屋　Wi-fi環境 78.40 32 テーブル11台　イス32脚

研修室４（小） 講義・会議、各種サークル活動の出来る部屋 44.00 20 テーブル7台　イス20脚

コモンズ２ 86.62 - テーブル　イス

コモンズ３ 75.80 - テーブル　イス

50インチ液晶テレビ　テーブル　ソファー　

パンフレットスタンド　新聞ハンガー

市民向け検索用ＰＣ3台

工作台7台　イス37脚

手動ロクロ25台   電動ロクロ10台

ネスティングカットテーｰブル1台

粘土乾燥棚　粘土貯蔵機　真空土錬機

各種電動のこ5台　

電動ドリル1台　仕上げサンダー1台

軽音楽室
音楽活動（三線・太鼓・バンド）、演劇、ダンス等のパフォーマンス
に向いた部屋。完全防音仕様。

67.50 26 テーブル9台　イス26脚

印刷室 印刷機やコピー機を使ってチラシや資料が作成できる 有料コピー機　輪転機　コレｰター

学習室 個別学習机を備えた静寂な学習室（無料）。Wi-fi環境 66.00 32 32席

研修室5（中） 講義・会議、各種サークル活動の出来る部屋　Wi-fi環境 60.07 29 テーブル10台　イス29脚

コモンズ５ 一定の静寂が確保された学習向け共用スペース　Wi-fi環境 40.75 - テーブル、イス

多目的室
講義・会議、各種サークル活動の出来る部屋
調理室の控えや臨時の託児室として使用可

38.76 - テーブル6台　イス18脚

調理室
調理等の学習活動に最適。
ガスオーブン付き調理台有り（うち１台は高さ調節可）。

82.04 36
調理台7台　イス40脚
冷凍冷蔵庫、オーブンレンジ4台
その他調理器具

コモンズ６ 一定の静寂が確保された学習向け共用スペース　Wi-fi環境 70.83 - テーブル　イス　ロビーチェアー

コモンズ７ 一定の静寂が確保された学習向け共用スペース 80.30 - テーブル　イス　ロビーチェアー

和室 茶道や書道などに活用できる４０畳の畳間。水屋あり。 85.66 36
和机12台　姿見4台　座布団
基本茶道具一式

屋外 中庭 エイサー祭りや音楽会などに使用できる芝広場。

屋外 屋外 陶芸用窯 灯油窯

屋上 屋上庭園 3つのライブエリアを有し、祭りイベントなどに使用できる屋上広場。 屋外ベンチ、簡易照明一式

創作活動室で使う道具、備品などを保管。
乾燥用棚有り

創作活動準備室

化粧台、着替えスペース、姿見有り。

多目的ホール

共有の場として利用できるオープンスペース。Wi-fi環境
個人・グループを問わず、自主的・自立的に活動が可能。
展示パネルを使ったミニ展示会も可能。

美術・工芸などの作業を行う部屋
室内外に手洗い場、
屋外に陶芸用窯が有る。

創作活動室

コモンズ４
共有の場として利用できるオープンスペース。Wi-fi環境
個人・グループを問わず、自主的・自立的に活動が可能。

共有の場として利用できるオープンスペース。Wi-fi環境
コモンズのなかでは最大の広さがあり、展示会に特化した使用を推奨
する。多目的ホールと一体化して使用できる。

音楽室１（大）

講演会から音楽コンサートまで多目的に利用できる。舞台照明機材の
ＬＥＤ化で省電力を図っている。
ホール後方の昇降パネルを収納することでコモンズ１と一体化して大
型イベントに対応できる。昇降パネル壁は鏡面仕様。映画会用３００
インチスクリーンとプロジェクター装備。

50

344.08コモンズ１

研修室1（大） 88.00

-

可動式備品

音楽活動（三線・太鼓・バンド）、演劇、ダンス等のパフォーマンス
に向いた部屋。防音防振仕様。

講義・会議、各種サークル活動の出来る部屋

84.03 30

- -

83.20

-

37

1F

430.17
最大
300

146.56

92インチスクリーン1台　プロジェクター1台　ポータブルアンプ1台
音響セット一式（録音機能付き）　ホワイトボード5台
簡易ステージ一式　イベント音響一式

2F

施施設設案案内内  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生涯学習・文化振興センター「ゆらてく」 

〒904-2226 
沖縄県うるま市字仲嶺 187 番地 

TEL：098-988-5508 
FAX：098-988-5504 

館内見取り図 
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２２  ううるるまま市市立立公公民民館館  

1．公民館の目的（社会教育法第 20 条） 

  公民館は、市町村その他一定区域内の住民のために、実生活に即する教育、学術及び文化に関する
各種の事業を行い、もって住民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振興、社
会福祉の増進に寄与することを目的とする。 

 

2．基本目標 

① 市民自ら学習する意欲と能力を培い、個性的で、心豊かな人間性の伸長をはかり、新しいコミュ
ニティの形成者としての資質の向上を目指す。 

 ② 自治公民館や関係機関、団体との緊密な連携のもとに、いつでも、誰でも、気軽に学習が受けら
れるように学習機会を拡充し、生涯学習の拠点としての役割、機能の充実を図る。 

 

3．運営方針 

  学習の場・いこいの場・語らいの場として市民が気軽に利用できて、親しまれるような施設として
の運営に努める。 

  

4．事業内容 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学習機会の拡充 

多種多様な学級・講座等を開設

し、住民の生活、文化の向上及び

豊かな人間性を養う。 

【市立公民館講座】 

地区公民館において公民館 

講座の開設 

※成人及び親子講座等を含む 

【自治公民館講座】 

自治公民館講座の開設奨励 

【自主サークルの結成奨励】 

 

・事業計画書の作成、受講募集 
の案内 

・各学級や講座等のまとめ、 
報告書作成 

・サークル団体の支援 

・生涯学習推進に関する情報 
収集と提供 

・うるま市自治公民館連絡 
協議会補助事業 

・地域づくり助成等情報提供 

・公民館研究大会、研修会の 
参加推進 

公民館施設・運営の充実 

 

・職員研修の充実 

・施設の維持管理 

・ホール、研修室等の貸館 

・各種サークル、講演会、 

研修会等の受け入れ 

新しいコミュニティの形成・豊かな人間性の伸長 
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　　令令和和44年年度度　　ううるるまま市市立立公公民民館館講講座座年年間間計計画画一一覧覧表表

講座名 内　容 開催月 回数

キャンプ・ビギナーズ
・グループ向けソロ向け安全なキャンプの楽しみ方
・アウトドアクッキング 5月 2回

簡単スパイス料理 スパイスカレープラスα 6月 1回

人類学入門
「藪地洞穴の骨は語る」

講演会「古人骨は語る」あまわりパーク
藪地島の文化財、藪地洞穴遺跡視察 6月 1回

ママと赤ちゃんの
ぐっすりねんねのために

ママと赤ちゃんがぐっすり寝られるお話し 6月 1回

自分で育てる安心野菜
「ＧＯＴＯ畑活」

座学：「菌ちゃん農法」とは
実践：生ごみたい肥の作り方と畝(うね）つくり 7月 2回

～メイクアップレッスン～
自分にあったメイク方法を学ぶ・眉やアイメイク
マスク使用時メイク等 7月 3回

こどもの心がぐんぐん育つ
絵本の読み聞かせ

読み聞かせの仕方でEQがアップする方法を学ぶ 7月 1回

夏休みの自由研究
「親子で短歌」

座学：短歌について作り方のポイント
実践：テーマを決めて歌を作る。 8月 1回

みつばちのお話し みつばちを学ぶ・人間にとってみつばちの大切さ 8月 1回

もの創り(沖縄高専） ロボットやきのこのお勉強 8月 4回

月桃でミニかごつくり 身近にある月桃を利用してかごを作る 8月 1回

災害時料理 今色々なことが起こるなか災害時にできることを学ぶ 9月 1回

芭蕉でぞうり作り
芭蕉布の材料となる芭蕉の葉の中で芭蕉の糸には
ならない部分(ウバサガラ）でぞうりを作る 9月 1回

リメイク 身近にある布などを使って素敵な作品を作る 9月 5回

男の島野菜料理
島野菜の効能・へちまを使ったグリーンカレー他
ふーちばーのジュノベーゼ他　調理します。 9月 2回

多肉植物
幅広い年代に人気の多肉植物。
今回はリースの土台作りにも挑戦します。 9月 1回

薬膳料理 前年度も好評で身体によい薬膳を学ぶ 10月 2回

紅型 伝統にふれてトートバックをつくる 10月 3回

エッセンシャルオイル オリジナルエッセンシャルオイルを作る 10月 1回

革細工 革でオリジナル作品を作る 10月 1回

うるまの自然観察会 自然環境の中にこんなにいっぱいの発見がある 10月 1回

やちむん講座
自分好みの食器作り、ろくろの回し方、
道具の使い方を学びます。 10月 3回

スマホ スマホの簡単便利な使い方を学ぶ 11月 1回

ステンドグラスでXmas ハンダゴテを使いステンドグラスを仕上げる 12月 1回

ボタニカルキャンドル 癒しのキャンドルを手作りします 12月 1回

※うるま市ホームページに各講座の詳細を掲載しています。

２２  ううるるまま市市立立公公民民館館  

1．公民館の目的（社会教育法第 20 条） 

  公民館は、市町村その他一定区域内の住民のために、実生活に即する教育、学術及び文化に関する
各種の事業を行い、もって住民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振興、社
会福祉の増進に寄与することを目的とする。 

 

2．基本目標 

① 市民自ら学習する意欲と能力を培い、個性的で、心豊かな人間性の伸長をはかり、新しいコミュ
ニティの形成者としての資質の向上を目指す。 

 ② 自治公民館や関係機関、団体との緊密な連携のもとに、いつでも、誰でも、気軽に学習が受けら
れるように学習機会を拡充し、生涯学習の拠点としての役割、機能の充実を図る。 

 

3．運営方針 

  学習の場・いこいの場・語らいの場として市民が気軽に利用できて、親しまれるような施設として
の運営に努める。 

  

4．事業内容 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学習機会の拡充 

多種多様な学級・講座等を開設

し、住民の生活、文化の向上及び

豊かな人間性を養う。 

【市立公民館講座】 

地区公民館において公民館 

講座の開設 

※成人及び親子講座等を含む 

【自治公民館講座】 

自治公民館講座の開設奨励 

【自主サークルの結成奨励】 

 

・事業計画書の作成、受講募集 
の案内 

・各学級や講座等のまとめ、 
報告書作成 

・サークル団体の支援 

・生涯学習推進に関する情報 
収集と提供 

・うるま市自治公民館連絡 
協議会補助事業 

・地域づくり助成等情報提供 

・公民館研究大会、研修会の 
参加推進 

公民館施設・運営の充実 

 

・職員研修の充実 

・施設の維持管理 

・ホール、研修室等の貸館 

・各種サークル、講演会、 

研修会等の受け入れ 

新しいコミュニティの形成・豊かな人間性の伸長 
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施施設設案案内内  
  

石川地区公民館 
   石川地区公民館は、市立石川図書館、石川歴史民俗資料館の隣です。 
  「い」いつでも楽しく和やかに、学びあうところ 
  「し」親しい友ができ、生きがいを見つけるところ 
  「か」語り合いがあって、自分を高めるところ 
  「わ」私もあなたもみんなで仲良く集うところ 
   地域住民の生涯学習の場を提供します。 
    〒 904-1107 うるま市石川曙 2‐1‐52  

電話（098）964-3433  FAX（098）964-3467 

部屋名 収容人数 用 途（備 品） 

ホ ー ル 約200名 講演会・レク・発表会・展示会等（ピアノ・テーブル・イス・音響等） 

第一研修室 約30名 会議・研修会等（テーブル・イス・白板等） 

第二研修室 約20名 会議・研修会等（テーブル・イス・白板等） 

図 書 室 約25名 会議・研修会等（テーブル・イス・白板等） 

会 議 室 約10名 小会議等（テーブル・イス・白板等） 

談 話 室 約8名 小会議等、業務打ち合わせ（テーブル・イス・白板等） 

和 室 約20名 小会議等、茶道等（テーブル・イス等） 

調 理 室 約30名 調理実習等（調理器具） 

学 習 室 約20名 学習（テーブル・イス・白板等） 

コンピュータ室 12名 パソコン講座（パソコン・テーブル・イス等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 サンエー石川シティ 
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与那城地区公民館 
   与那城地区公民館は、地域住民のコミュニティセンターとしての役割を担っています。 

公民館講座、学級、サークル、団体活動の場として使用できます。 

    〒 904-2304 うるま市与那城屋慶名 467 番地４ 
      電話・FAX兼用（098）978-6836   
 

部屋名 収容人数 用 途（備 品） 

ホ ー ル 約200名 講演会・レク・発表会・展示会等 

和室(32畳) 約30名 会議・学習会（三線・操体道） 

調 理 室 約20名 調理学習・生花等（調理器具） 

会 議 室 約15名 小会議室等 

コンピュータ室 約10名 パソコン講座（パソコン等） 

研 修 室 約30名 会議・研修会等 

視 聴 覚 室 約30名 レク体操等 

学 習 室 約24名 自主学習 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施施設設案案内内  
  

石川地区公民館 
   石川地区公民館は、市立石川図書館、石川歴史民俗資料館の隣です。 
  「い」いつでも楽しく和やかに、学びあうところ 
  「し」親しい友ができ、生きがいを見つけるところ 
  「か」語り合いがあって、自分を高めるところ 
  「わ」私もあなたもみんなで仲良く集うところ 
   地域住民の生涯学習の場を提供します。 
    〒 904-1107 うるま市石川曙 2‐1‐52  

電話（098）964-3433  FAX（098）964-3467 

部屋名 収容人数 用 途（備 品） 

ホ ー ル 約200名 講演会・レク・発表会・展示会等（ピアノ・テーブル・イス・音響等） 

第一研修室 約30名 会議・研修会等（テーブル・イス・白板等） 

第二研修室 約20名 会議・研修会等（テーブル・イス・白板等） 

図 書 室 約25名 会議・研修会等（テーブル・イス・白板等） 

会 議 室 約10名 小会議等（テーブル・イス・白板等） 

談 話 室 約8名 小会議等、業務打ち合わせ（テーブル・イス・白板等） 

和 室 約20名 小会議等、茶道等（テーブル・イス等） 

調 理 室 約30名 調理実習等（調理器具） 

学 習 室 約20名 学習（テーブル・イス・白板等） 

コンピュータ室 12名 パソコン講座（パソコン・テーブル・イス等） 
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勝連地区公民館 
  勝連地区公民館は、きむたかホール等と併設されています。 
地域に親しまれる公民館を目指し、地域性を生かした事業を行うことにより、住民の生
涯学習に貢献します。 

〒 904-2392 うるま市勝連平安名 3047 番地 
      電話（098）978-7194  FAX（098）978-2247 
   

部屋名 収容人数 用 途（備 品） 

中 ホ ー ル 約300名 講演会・レク体操・展示会・発表会 

和室(24室) 約20名 会議等 

調理実習室 約20名 調理実習等 

研 修 室 １ 約30名 会議・研修会・学習会（コーラス・大正琴） 

研 修 室 ２ 約30名 会議・研修会・学習会等 

研 修 室 ３ 約15名 会議・研修会・学習会（三線・生花）等 

視 聴 覚 室 約30名 視聴覚機材を利用しての研修会等(パソコン・プロジェクター等) 
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  ううるるまま市市立立公公民民館館利利用用ののししおおりり  

1．開館日・時間 

 ＊ 年末年始(12/29～1/3)及び日曜、祝祭日を除き、午前９時から午後 10時※1までご利用頂けます。 
＊ 暴風警報が発令された時は、原則として閉館します。 
＊ その他新型コロナウイルス等の影響より臨時休館している場合がございます。 

 
 

 

2．ご利用の前に 

＊ 利用する 10日前までに「使用申請書」を提出し、許可を受けてください。 
＊ 社会教育以外の目的で使用する場合は、お断りさせて頂くこともございます。ご了承ください。 
＊ 登録団体以外は有料となります。ご利用の公民館にて、金額や納付方法等をお尋ねください。 
 

3．ご利用の際に 

 ＊ 利用の変更や取り消しをする際には、速やかに届け出てください。 
＊ 条例規則等を守り、職員の指示に従ってご利用ください。 
＊ 代表者の方は、使用する前に職員へお声かけください。 
＊ 施設、備品・器具等に不具合のある場合は、公民館職員へご連絡ください。 
＊ ご利用後は、施設、備品・器具等を所定の場所へ戻し、他の利用者の迷惑にならないようお願い致
します。 

  

4．注意事項 

＊ 許可のない部屋・備品は使用できません。 
＊ 許可なく壁、柱、扉の貼紙等はお断りいたします。 
＊ 施設、備品、器具等を壊したり、傷つけたりしないようお願い致します。 
＊ 館内での物品販売は許可が必要です。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

※1 与那城地区公民館は午後 5時まで。 

うるま市立公民館は各種講座を開催しており、サークルも随時会員募集しています。 

 

勝連地区公民館 
  勝連地区公民館は、きむたかホール等と併設されています。 
地域に親しまれる公民館を目指し、地域性を生かした事業を行うことにより、住民の生
涯学習に貢献します。 

〒 904-2392 うるま市勝連平安名 3047 番地 
      電話（098）978-7194  FAX（098）978-2247 
   

部屋名 収容人数 用 途（備 品） 

中 ホ ー ル 約300名 講演会・レク体操・展示会・発表会 

和室(24室) 約20名 会議等 

調理実習室 約20名 調理実習等 

研 修 室 １ 約30名 会議・研修会・学習会（コーラス・大正琴） 

研 修 室 ２ 約30名 会議・研修会・学習会等 

研 修 室 ３ 約15名 会議・研修会・学習会（三線・生花）等 

視 聴 覚 室 約30名 視聴覚機材を利用しての研修会等(パソコン・プロジェクター等) 
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令令和和44年年度度　　ううるるまま市市立立石石川川地地区区公公民民館館利利用用団団体体（（ササーーククルル））一一覧覧表表

番号 サークル名 種　別 活動回数 場　所
1 沖縄琴正会　石川月サークル 大正琴 毎週 月 4～5 10:00 ～ 12:00 図書室
2 中医学 健康講座 第２週 月 1 19:00 ～ 21:00 図書室
3 石川支部手芸サークル 手芸 第１～３週 月 月3回 14:00 ～ 16:00 図書室
4 石川カジマヤーの会 琉球舞踊 毎週 火 4～5 14:00 ～ 16:00 ホール
5 琉球舞踊サークルみほその会 琉球舞踊 毎週 火 4～5 19:00 ～ 21:00 ホール
6 ﾊﾜｲｱﾝﾌﾗﾀﾞﾝｽピカケ フラダンス 毎週 火 4 19:00 ～ 21:00 研修室１
7 沖縄琴正会　すみれ会 大正琴 毎週 火 4 10:00 ～ 12:00 図書室
8 ファヨイルドンアリ 韓国語 毎週 火 4～5 19:00 ～ 21:00 会議室
9 石川ギターサークル ギター 毎週 火 4～5 19:00 ～ 21:00 図書室
10 高齢者書道サークル 書道 第2・4週 火 2 15:00 ～ 17:00 図書室
11 パソコンサークルいしてぃ パソコン 毎週 火 4 19:00 ～ 21:00 パソコン室
12 石川高齢者民踊愛好会 民踊 毎週 水 4 9:00 ～ 11:00 ホール
13 おきなわ結舞踊サンダンカ 結舞踊 毎週 水 4 14:00 ～ 16:00 ホール
14 石川民踊愛好会 民踊 毎週 水 4 16:00 ～ 18:00 ホール
15 島唄弾遊会 三味線(古典・民謡) 毎週 水 4～5 19:00 ～ 21:00 和室
16 かな書道サークル「千草」 書道 第１∼３週 水 月3回 10:00 ～ 12:00 図書室
17 文化箏ｻｰｸﾙさくらの会 文化箏 第１∼３週 水 月3回 16:00 ～ 18:00 図書室
18 石川FDC フォークダンス 毎週 水 4～5 19:00 ～ 21:00 研修室１
19 二胡にこサークル石川教室 二胡 毎週 水 4 19:00 ～ 21:00 研修室２
20 カサブランカ絵画ｻｰｸﾙ 絵画 第1・3週 水 2 14:00 ～ 16:00 図書室
21 ﾊﾟｿｺﾝｻｰｸﾙゆいまーる パソコン 毎週 水 4～5 19:00 ～ 21:00 パソコン室
22 二胡にこサークル初心者ｺｰｽ 二胡 毎週 水 4 15:00 ～ 17:00 研修室２
23 着付け倶楽部 着付け 第１・３週 水 2 10:00 ～ 12:00 和室
24 スヌーピー ﾀﾃｨﾝｸﾞﾚｰｽ 毎週 木 4～5 14:00 ～ 16:00 第２研修室
25 石川太極拳同好会 太極拳 毎週 木 4～5 19:00 ～ 21:00 研修室１・２
26 なじみの会 調理 第３・４週 木 月2回 19:00 ～ 21:00 調理室
27 島つばき 三線・民謡 毎週 金 4 19:00 ～ 21:00 和室
28 自彊術サークル 自彊術 毎週 金 4～5 10:00 ～ 12:00 研修室１・２
29 導引養生功サークル 導引養生功 毎週 金 4～5 10:00 ～ 12:00 図書室
30 オカリナサークル・石川 オカリナ 毎週 金 4～5 19:30 ～ 21:30 図書室
31 光る野菜畑 自然農法と土作り 第2週 金 月１回 14:00 ～ 16:00 図書室
32 石川みほそ太鼓 太鼓 毎週 金 4～5 17:00 ～ 19:00 ホール
33 うるま天龍太鼓 太鼓練習 毎週 金 4～5 20:00 ～ 21:30 ホール
34 うるま市民踊団体連絡協議会 民踊 第４週 土 月１回 10:00 ～ 12:00 ホール
35 紅型サークル 紅型染色 第１・３・５週 土 月2～3回 10:00 ～ 12:00 会議室
36 （茶道表千家）　遊心会 茶道 第１・３・４週 土 月３回 10:00 ～ 12:00 和室
37 茶道に親しむサークル 茶道 毎週 火・土 4 14:00 ～ 16:00 和室
38 島つばき土曜会 三線 毎週 土 4 19:00 ～ 21:00 図書室
39 タイフーン・トワラーズ ｽｸｴｱﾀﾞﾝｽ 毎週 土 4～5 18:00 ～ 20:00 研修室１
40 劇団石川ひまわりキッズシアター 演劇活動 毎週 土 4～5 14:00 ～ 16:00 ホール
41 ゴールデンパールヨガ ヨガ 毎週 土 4～5 10:00 ～ 12:00 研修室１・２
42 家庭倫理の会スマイルサークル 家庭教育研修会 第４週 土 月１回 14:00 ～ 16:00 図書室
43 組踊地謡研修サークル 三線・箏・太鼓 第3・4週 土 月２回 17:00 ～ 19:00 図書室
44 石川箏曲同好会 箏 第２週 土 月1回 14:00 ～ 16:00 図書室
45 短歌サークルしきなみ 短歌 第２週 土 月１回 10:00 ～ 12:00 図書室
46 石川ズンバ ズンバ 毎週 土 4～5 19:00 ～ 21:00 ホール
47 うるま市菊愛好会 菊つくり 第1週 土 月１回 14:00 ～ 16:00 研修室１
48 タティング同好会 レース編み 第1・3週 土 月２回 14:00 ～ 16:00 研修室２
49 ゆらてくZUMBAサークル ズンバ 毎週 月 4～5 14:00 ～ 16:00 ホール
50 老人クラブ三線クラブ 三線 第1・第3 水 2 13:00 ～ 15:00 研修室１
51 ダンスサークル石川 ステップダンス 毎週 木 4～5 19:30 ～ 21:30 ホール

52 うるま市民芸術劇場付属 うるま市ジュニアオーケストラ ジュニアオーケストラ 1・2・3・5週 土 4回 10:00 ～ 12:00 ホール

活動日 活動時間
令和4年４月現在

石川地区公民館 うるま市石川曙2-1-52 ☎ 964-3433お問い合わせ先
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令令和和４４年年度度　　ううるるまま市市立立勝勝連連地地区区公公民民館館利利用用団団体体（（ササーーククルル））一一覧覧表表

番号 サークル名 種　別 活動
回数 場　所

1 ヨガサークル月火美人 ヨガ 毎週1～4週 火 4 10:00 ～ 12:00 中ホール

2 具志川かっしん太鼓 太鼓 毎週1～5週 火 4～5 19:00 ～ 21:00 中ホール

3 アートクラブ 絵画 毎週1～5週 水 4～5 14:00 ～ 16:00 研修室2

4 創作エイサー　紅ばな心華 太鼓 毎週1～5週 水 4～5 20:00 ～ 22:00 中ホール

5 絵手紙オアシス会 絵手紙 毎月第2週 木 1 14:00 ～ 16:00 調理室

6 かつれんＺＵＭＢＡサークル ＺＵＮＢＡ 毎週1～5週 木 4～5 19:00 ～ 21:00 中ホール

7 パソコンサークルＰico パソコン 毎週1～4週 木 4 14:00 ～ 16:00 視聴覚室

8 ゆうなの会 手芸 第1・3・4週 木 3 10:00 ～ 12:00 研修室2

9 チャーム・１０（テン） パソコン 毎週1～4週 木 4 19:00 ～ 21:00 視聴覚室

10 オカリナサークル風の音 オカリナ 毎週1～4週 木 4 19:00 ～ 21:00 研修室２

11 少林武術太極拳　呈祥 太極拳 毎週1～5週 金 4～5 14:00 ～ 16:00 中ホール

12 歌声サークル「わらべの会」 合唱 第1・3・5週 金 2～3 10:00 ～ 12:00 中ホール

13 響鳴太鼓 太鼓 毎週1～5週 金 4～5 17:00 ～ 19:00 中ホール

14 エンジョイミュージック 音楽 第1・3週 金 2 20:00 ～ 22:00 中ホール

15 勝連民踊愛好会 民踊 毎週1～5週 土 4～5 14:00 ～ 16:00 中ホール

16 ＡＹＡｓ　ＣＬＵＢ 筋力トレーニング 第2・4週 土 2 19:00 ～ 21:00 研修室１・２

17 フラサークル　マカラプア フラダンス 毎週1～5週 土 4～5 20:00 ～ 22:00 中ホール

令和4年4月現在

活動時間活動日

勝連地区公民館 うるま市勝連平安名3047 ☎ 978-7194お問い合わせ
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令令和和４４年年度度　　ううるるまま市市立立与与那那城城地地区区公公民民館館利利用用団団体体（（ササーーククルル））一一覧覧表表

番号 サークル名 種　別 活動
回数 場　所

1 あやはし野の草の会 山野草 第3 月 1 14:00 ～ 16:00 会議室

2 与那城ズンバ フィットネス 毎週 月 4～5 10:00 ～ 12:00 ホール

3 あやはし古典音楽サークル 三線 毎週 火 4～5 10:00 ～ 12:00 和室

4 コーラスあやはし コーラス 隔週 2・4週 2 10:00 ～ 12:00 ホール

5 やけな古典音楽友の会 三線 毎週 水 4～5 14:00 ～ 16:00 和室

6 ダンスサークルタートル与那城 ステップダンス 毎週 水 4～5 14:00 ～ 16:00 ホール

7 あやはし美姿勢 健康体操 毎週 水 4～5 10:00 ～ 12:00 ホール

8 Ｕｒｕｍa　Ｃ　Ｓｔｒｏｎｇ フィットネス 毎週 木 4～5 10:00 ～ 12:00 ホール

9 あやはしカラオケ同好会 カラオケ 第1・3・4・5 木 3～4 15:00 ～ 17:00 ホール

10 与那城高齢者民踊愛好会 民踊 隔週 2・4週 2 14:00 ～ 16:00 ホール

11 あやはし古典音楽同好会 三線 毎週 金 4～5 14:00 ～ 16:00 和室

12 あやはしパソコンサークル パソコン 毎週 土 4～5 10:00 ～ 12:00 会議室・調理室

令和4年4月現在

活動日 活動時間

与那城地区公民館 うるま市与那城屋慶名467-4 ☎ 978-6836お問い合わせ先
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第第 33節節  図図書書館館  

1 図書館の概要 

1. 図書館の運営 

 高度情報化社会を迎え、生涯学習の必要が強調されるなかで市の情報センターとして、 
市民の生涯にわたる自己学習を援助し、生活課題の解決と文化の進展に寄与する図書館づくり 
に努める。 
 

2. 基本方針 

① 貸出サービスの充実 
② 日常生活の多様な質問に応える。 
③ 新鮮で豊富な資料を揃える。 
④ 児童サービスの重視 
⑤ 不自由な人へ配慮する。 
⑥ 地域文化及び産業を支援する。 
⑦ 総合目録とインターネット利用によるサービスの実施 

 

3. 施設概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

所在地 〒904-2221 
うるま市字平良川 128 番地 

開館年月 平成 3年 4月 

施設 
延面積 3,284 ㎡ 

建物の 
単独複合
の別 

単 独 

総工事費 約 10 億円 

中 央 図 書 館 

令令和和４４年年度度　　ううるるまま市市立立与与那那城城地地区区公公民民館館利利用用団団体体（（ササーーククルル））一一覧覧表表

番号 サークル名 種　別 活動
回数 場　所

1 あやはし野の草の会 山野草 第3 月 1 14:00 ～ 16:00 会議室

2 与那城ズンバ フィットネス 毎週 月 4～5 10:00 ～ 12:00 ホール

3 あやはし古典音楽サークル 三線 毎週 火 4～5 10:00 ～ 12:00 和室

4 コーラスあやはし コーラス 隔週 2・4週 2 10:00 ～ 12:00 ホール

5 やけな古典音楽友の会 三線 毎週 水 4～5 14:00 ～ 16:00 和室

6 ダンスサークルタートル与那城 ステップダンス 毎週 水 4～5 14:00 ～ 16:00 ホール

7 あやはし美姿勢 健康体操 毎週 水 4～5 10:00 ～ 12:00 ホール

8 Ｕｒｕｍa　Ｃ　Ｓｔｒｏｎｇ フィットネス 毎週 木 4～5 10:00 ～ 12:00 ホール

9 あやはしカラオケ同好会 カラオケ 第1・3・4・5 木 3～4 15:00 ～ 17:00 ホール

10 与那城高齢者民踊愛好会 民踊 隔週 2・4週 2 14:00 ～ 16:00 ホール

11 あやはし古典音楽同好会 三線 毎週 金 4～5 14:00 ～ 16:00 和室

12 あやはしパソコンサークル パソコン 毎週 土 4～5 10:00 ～ 12:00 会議室・調理室

令和4年4月現在

活動日 活動時間

与那城地区公民館 うるま市与那城屋慶名467-4 ☎ 978-6836お問い合わせ先
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4. 利用案内 

① 図書館の利用について 
・うるま市民及び市内に通勤・通学している者。 
・その他館長が必要と認めるもの。 

② 貸出について 

 

所在地 〒904-1107 
うるま市石川曙二丁目1番55号 

開館年月 平成 4年 7月 

施設 
延面積 1,097 ㎡ 

建物の 
単独複合
の別 

複 合 

所在地 〒904-2312 
うるま市勝連平安名 3047 番地 

開館年月 平成 10年 11 月 

施設 
延面積 616 ㎡ 

建物の 
単独複合
の別 

複 合 

 貸出点数 期 間 

個人 ひとり 20 点 

（本・雑誌以外に紙芝居・ビデオ・DVDは各5点、CD及びカセットテープは合わせて 10点可） 
14 日 

団体 1 団体 100 点 
（本以外に雑誌 20点、紙芝居20点可） 

1 ヶ月 

石 川 図 書 館 

勝 連 図 書 館 

※貸出できる団体は、市内の保育所、学校、その他館長が認める団体とする。 
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③ 開館時間・休館日 

 

5. 重点目標 

レファレンスサービス 
① 市民の調査研究に役立つ参考図書を幅広く収集し、課題解決へ向け資料提供等 
支援を行う。 

       ② 図書資料の他、視聴覚資料や新聞、インターネット等を駆使して、レファレンス 
サービスの充実を図る。 

      ③ 県内・県外公共図書館との連携を密にし、相互貸借の有効活用により市民の調査 
研究への支援を図る。 

④ 類縁機関との連携を基に、各種情報網の確保に努め、レファレンスサービスの 
強化を図る。 

児童サービス 
① 児童書・絵本・紙芝居等資料の充実を図る。 
② 読み聞かせ・紙芝居・ペープサート等、お話会の実施。 
③ 団体貸出の充実強化。 
④ 学校司書連絡会・おはなしサークル及びボランティア団体との連携強化を図る。 
⑤ 学校及び学校図書館や教育支援センターとの地域ネットワークを活かした協力を 
始め、保育所や幼稚園など関連機関との連携・協力を推進し、地域における読書 
環境の整備充実を図る。 

IT サービス 
① インターネット接続による図書検索機能の拡充を図る。 
② 館内利用者用開放端末及び、家庭用パソコンからの予約図書受付サービスの推進 
を図る。 

 
 

 中央図書館 ・ 石川図書館 勝連図書館 

開館時間 
火曜日～金曜日  午前 10時～午後 7時 

土・日曜日   午前 10 時～午後 5時 

火曜日～金曜日  午前 10時～午後 6時 

  土・日曜日   午前 10 時～午後 5時 

休館日 

毎週月曜日 

国民の祝日に関する法律に規定する休日及び 6月 23日 

館内整理日 

（4/28、5/26、6/16、7/28、8/25、10/27、11/24、12/22、1/26、2/16、3/31） 

年末年始（12/29～1/4） 

特別整理期間（毎年１４日以内） 
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延面積 616 ㎡ 

建物の 
単独複合
の別 
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 貸出点数 期 間 

個人 ひとり 20 点 

（本・雑誌以外に紙芝居・ビデオ・DVDは各5点、CD及びカセットテープは合わせて 10点可） 
14 日 

団体 1 団体 100 点 
（本以外に雑誌 20点、紙芝居20点可） 

1 ヶ月 

石 川 図 書 館 

勝 連 図 書 館 

※貸出できる団体は、市内の保育所、学校、その他館長が認める団体とする。 
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6. 指 針 

図書館を地域の情報センターとして位置づけ、市民の学習意欲を喚起し、生涯学習の各時期に
おける人間形成及び生活課題の解決に資するため、地域の教育関連機関との協力、連携の強化を
図りつつ図書館活動を推進する。 
中央図書館・石川図書館・勝連図書館を市民の自己学習の拠点として図書館サービスの充実に
努める。又、学校図書館への支援体制を推進し、市民の読書意欲を高め、利用の拡大を図る。 
図書館の運営にあたっては、将来の人材として児童サービスを重視しつつ、新鮮な資料の提供
とリクエスト・予約サービス及びレファレンス（参考業務）の強化を図り、地域文化の振興と共
に産業も支援していきます。併せて、コンピュータ地域ネットワークの充実とインターネット利
用の促進を図り、資料の高度利用の推進に努める。 

7. サービス指標（令和 3年度）    人口は、令和 4年 3 月 31 日現在 

① 市民一人当たりの貸出冊数 
 

 
 

 
② 登録率 
 
 
 

 
③ 蔵書回転数 
 
 

   

 
④ 市民１人当たりの蔵書冊数 
 
 
 

 
⑤ 市民１人当たりの資料購入費 
 
 
 
 

 

1.94 冊 

個人貸し出し冊数
人 口

 =  
244,216冊
125,570人

 

54.94％ 

登録者数
人 口

 =  
68,989人
125,570人

 

0.66 冊 

総貸出冊数
貸出できる蔵書数

 =  
250,936冊
378,835冊

 

蔵書数
人 口

 =  
418,834冊
125,570人

 

3.33 冊 

資料購入費
人 口

 =  
14,646,681円
125,570人

 

116.64 円 
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（単位：冊）

中央 石川 勝連 小計 団体 合計

4月 19,151 4,891 4,085 28,127 737 28,864

5月 15,665 4,527 3,861 24,053 566 24,619

6月 5,704 1,323 1,460 8,487 365 8,852

7月 10,796 2,810 2,913 16,519 493 17,012

8月 1,466 374 224 2,064 118 2,182

9月 1,144 368 361 1,873 357 2,230

10月 21,691 5,699 5,621 33,011 601 33,612

11月 17,588 4,698 3,929 26,215 628 26,843

12月 16,428 4,344 4,061 24,833 777 25,610

1月 17,166 4,905 3,970 26,041 538 26,579

2月 17,156 4,560 4,263 25,979 579 26,558

3月 17,478 4,602 4,934 27,014 961 27,975

合計 161,433 43,101 39,682 244,216 6,720 250,936

平成29年度 336,668 冊 平成29年度 1,473 人

平成30年度 335,144 冊 平成30年度 1,567 人

令和元年度 315,213 冊 令和元年度 1,355 人

令和2年度 251,043 冊 令和2年度 972 人

令和3年度 244,216 冊 令和3年度 917 人

登録率 54.94% （登録者数 ： 68,989人　 人口 ： 125,570人）

（単位：冊）

区分 一般書 児童書 絵本 紙芝居 洋書 ＡＶ 雑誌 合計

中央図書館 170,175 31,314 21,679 1,135 2,037 7,482 20,363 254,185

石川図書館 69,665 16,358 9,710 683 170 2,778 5,857 105,221

勝連図書館 24,517 18,546 12,161 761 37 17 3,389 59,428

合計 264,357 66,218 43,550 2,579 2,244 10,277 29,609 418,834

2　令和３年度 利用状況（貸出冊数）

３　蔵書数

令和4年3月末

個人貸出冊数

　令和４年３月末

新規登録者数
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4 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業について 

1. 趣旨 

国は、新型コロナウイルス感染拡大を防止するとともに、感染拡大の影響を受けている地域経
済や住民生活の支援を通じた地方創生を図ることを目的として、新たな交付金を創設した。 
うるま市立図書館でも本交付金を有効に活用し、前年度に引き続き令和３年度も感染防止対策 

を進める下記の事業に取り組んだ。 

2. うるま市立図書館本の宅配サービス「うるまBOOK便」 

新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言等による図書館休館中においても読書や自己学習の期
間の維持・確保を図るため予約本の郵送貸出を行い、読書・学習環境の整備を行うことを目的と
する。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用資格 うるま市内に在住でうるま市立図書利用カードを持っている者 

実施期間 新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言等により臨時休館となる期間 

実施方法 郵送貸出の利用はレターパック又はゆうパック等の対面受け取りにより行う。 

貸出 

について 

・個 人     貸出点数 ひとり 5冊以内 

・団 体     貸出点数 1 団体 50冊以内 

・貸出の制限  AV資料、紙芝居、他館借用本の貸出郵送は行わない。 

また、資料の大きさ等により郵送できない場合がある。 

・回 数     原則１回（緊急事態宣言等が延長になった場合、回数を考慮する） 

実施期間 個 人 団 体 

令和 3年 5月 26日～6月 20日 

令和 3年 7月 27日～9月 30日 

（92 日間） 

件数 冊数 件数 冊数 

461 件 1,452 冊 18 件 734 冊 

令和 3年度 実施期間及び実績 



図
書
館

− 115 −

 

3. 電子図書館 

本事業は、新型コロナウイルス感染拡大の影響による外出抑制時、図書館の臨時休館時におい 
ても図書館のサービスを継続し、市民への図書館利用の利便性を高めることを目的としている。 
また、学校の休校時、外出抑制時における児童生徒の読書環境を整え、学びを支援すること、 
「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律（読書バリアフリー法）」を遵守し、身体的
に来館や読書が困難である方へのサービスを拡大すること、日中の来館が難しい非来館者サービ
スの充実を図ること、さらに、島嶼地域及び図書館遠隔地への図書館サービスの拡大・拡充する
ことを目的とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電子図書館利用開始日 令和 3年 2月 2日 

利用資格 
・うるま市内に在住する者又は通勤、通学する者 

・その他館長が特に必要と認める者 

利用方法 電子書籍の利用はインターネットより行う。 

貸出について 
・貸出点数  3 点以内 

・貸出期間  2 週間以内 

電子書籍の返納 
貸出期間内の任意返却、又は 

貸出期間が満了した場合は自動的に返却される。 

電子書籍受入冊数 利用登録者数 貸出冊数 

1,914 冊 708 人 7,786 冊 

令和 3年度 実績 

令和 4年 3 月末 

電子図書館キャラクター 

うるデジくん 
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また、資料の大きさ等により郵送できない場合がある。 
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令和 3年 7月 27日～9月 30日 

（92 日間） 

件数 冊数 件数 冊数 

461 件 1,452 冊 18 件 734 冊 
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5 令和 4年度 事業計画表 
 

 
事  業  名 

中央図書館 石川図書館 勝連図書館 

通年 

○おはなし会 （毎月第 2土曜日） 

○おはなしの部屋（毎月 4土曜日）   

○あかちゃんのためのおはなし会 
（毎月第 3木曜日） 

○おすすめ本の展示 

○Let’s go としょかん 
   （毎月第 1土曜日） 
○おはなしワールド 

（毎月第 3土曜日） 
○おすすめ本の展示 

○おはなし会（毎週金曜日） 
○おはなしパラダイス 

（毎月第２土曜日） 
○おはなし宅急便 

○おすすめ本の展示 

 4 月 こどもの読書週間行事（4/23） 
こども読書週間行事 

親子工作教室（4/23） 

こども読書週間行事 

クイズラリーウォーク 
（4/23～5/15） 

 5 月 親子工作教室（5/28）    

 6 月 

慰霊の日特別行事（6/18） 
「～絵本から平和を伝える～」 

図書館見学（小学校） 

慰霊の日特別行事 
「未来へつなぐ平和への道しるべ」 
（展示期間 6/17～6/30） 

大人の工作教室（6/30） 

 7 月 

図書館見学（小学校） 

インターンシップ受入（高校） 

図書館クイズラリーウィーク 
（7/23～8/6） 

夏休み親子工作教室（7/30） 夏休み親子工作教室（7/30） 

 8 月 夏休み親子工作教室（8/27） 夏休み特別おはなし会 
夏休み親子工作教室  
（8/6･8/13･8/27） 

 9 月 蔵書点検（9/6～9/30） 蔵書点検（9/6～9/30） 蔵書点検（9/6～9/30) 

 10 月   読書週間行事 読書週間行事 
読書週間行事  

親子工作教室（10/15） 

 11 月 
読書週間行事 

インターンシップ受入（中学） 

読書週間行事(人形劇) 

インターンシップ受入（高校） 

読書週間行事 

大人の工作教室（11/19） 

 12 月 
クリスマスおはなし会 

インターンシップ受入（高校） 

インターンシップ受入（中学） 

クリスマスイベント 
冬の親子工作教室（12/17） 

 1 月 

インターンシップ受入（中学） 

大人のための工作教室 

生涯学習フェスティバル（資料展示） 

本の「福袋」 

図書館講座（一般） 
本の「福袋」 

 2 月 
教育月間行事 

インターンシップ受入（中学） 
教育月間行事 

教育月間  

親子工作教室（2/18） 

 3 月      

備考 
○図書館だより発行(毎月) 
○逐次刊行物・うるま市関係資料収集 
○資料補充選定・購入  


